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閉
会
の
挨
拶
を
行
う 

 
 

橋
本
副
委
員
長 

ディスカッションを行う代表者の皆様 

第
３
８
回
定
期
中
央
本
部
大
会
に
向
け
、 

          

神
戸
地
本 

意
思
統
一
を
図
る
！ 

支部・分会・青年女性委員会代表者会議 分会長ユニオンスクール 開催 

ユ
ニ
ス
ク
で
分
会
活
動
に
つ
い
て
学
び
今
後
の
活
動
に
活
か
す 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
神
戸
地
本
は
、６
月
２９

日
（
月
）
、
神
戸
三
宮
東

急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
「
支
部
・
分
会
・
青
年
女
性
員
会
代
表

者
会
議
」
及
び
「
分
会
長
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、神
戸

地
本
管
内
の
各
級
機
関
か
ら
約
50

名
が
出
席
し
た
。 

代
表
者
会
議
は
、座
長
に
友
田
副
委
員
長
を
選
出
し
、議
事
に

入
っ
た
。主
催
者
を
代
表
し
て
須
原
委
員
長
は
、支
部
・分
会
・青

女
代
表
者
会
議
に
触
れ
、「
中
央
本
部
大
会
に
向
け
て
神
戸
地
本

と
し
て
の
意
思
を
整
理
し
、発
言
に
つ
な
げ
て
い
く
重
要
な
場
で

あ
る
。皆
さ
ん
が
職
場
で
感
じ
て
い
る
課
題
や
問
題
意
識
、率
直

な
思
い
を
ぜ
ひ
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。積
極
的
な
発
言
を
お
願
い

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
そ
の
後
、「
安
全
」
「
会
社
情
勢
と
業
務
課

題
」
「
組
織
」
に
つ
い
て
提
起
す
る
と
と
も
に
、「
分
会
長
の
役
割
」

に
つ
い
て
触
れ
、「
分
会
長
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、分
会
の
実
態
を
つ

か
む
こ
と
、判
断
す
る
こ
と
、そ
し
て
人
と
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
だ
」

と
参
加
者
へ
訴
え
た
。さ
ら
に
、「
分
会
長
と
い
う
役
割
は
決
し
て

軽
い
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
、分
会
を
動
か
し
、組
織
を
強
く
で

き
る
の
は
分
会
長
で
あ
る
。大
切
な
の
は
仲
間
に
向
き
合
い
、行
動

す
る
こ
と
だ
」
と
述
べ
、中
央
本
部
大
会
に
向
け
た
主
要
課
題
で

あ
る
組
織
強
化
や
業
務
課
題
に
つ
い
て
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。                                            

本
部
大
会
に
向
け
た
意
見
集
約
で
は
、
１０

名
の
参
加
者
か

ら
、
社
員
の
Ｅ
Ｓ
向
上
や
要
員
不
足
に
伴
う
組
織
課
題
・
業
務
課

題
、
各
種
手
当
な
ど
計
２８

項
目
に
わ
た
る
意
見
・
要
望
が
出
さ

れ
、神
戸
地
本
執
行
部
が
答
弁
を
行
っ
た
。続
い
て
、今
月
開
催
さ

れ
る
「
第
３８

回
定
期
中
央
本
部
大
会
」
に
出
席
す
る
神
戸
地
本

選
出
代
議
員
が
発
表
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が
本
部
大
会
に
向
け
た
力

強
い
決
意
を
表
明
し
た
。 

分
会
長
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
、 

中
央
本
部
よ
り
、川
端
書
記
長
、川
原
副
委
員
長
を
招
い
た
。 

は
じ
め
に
、
組
合
加
入
行
動
を
テ
ー
マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、各
職
場
の
取
り
組

み
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

そ
の
後
、
川
原
副
委
員
長
よ
り
「
分
会
長
と
し
て
の
基
礎
知
識
」
と
題
し
た
特
別
講
義
を
受
け
た
。講
義

で
は
、国
鉄
末
期
か
ら
Ｊ
Ｒ
発
足
・発
展
に
至
る
歴
史
を
は
じ
め
、
労
働
三
権
や
労
働
三
法
、労
働
協
約
な
ど

分
会
長
と
し
て
必
要
な
基
礎
知
識
に
つ
い
て
熱
意
あ
る
講
義
が
行
わ
れ
、参
加
者
は
労
働
組
合
の
役
割
や
歴

史
へ
の
理
解
を
深
め
た
。 

最
後
に
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
と
情
報
共
有
を
行
い
、会
議
で
出
さ
れ
た
現
場
の
声
を
中
央
本
部

大
会
で
発
信
し
、積
極
的
に
議
論
へ
参
加
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
、代
表
者
会
議
お
よ
び
分
会
長
ユ
ニ
オ

ン
ス
ク
ー
ル
を
終
了
し
た
。 

代
表
者
会
議
で
の
質
疑
内
容 

〇
大
里
分
会
長
（
姫
路
保
線
区
分
会
） 

・
工
事
の
機
械
化
が
直
轄
で
は
進
ん
で
い
な
い 

・
フ
レ
ッ
ク
ス
が
な
い
箇
所
へ
の
時
間
年
休
に
つ
い
て 

〇
松
本
副
分
会
長
（
網
干
総
合
車
両
所
分
会
） 

・
車
両
所
の
製
造
中
止
物
品
、修
繕
不
可
が
多
い 

・育
児
休
職
取
得
者
が
い
る
職
場
へ
の
手
当
等
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
に
つ
い
て 

・
検
修
庫
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て 

〇
梅
岡
書
記
長
（
姫
路
支
部
） 

・
労
働
金
庫
の
分
会
長
交
代
時
に
手
続
き
で
時
間
・
労
力
が
か
か
る
件 

〇
西
元
分
会
長
（
神
戸
建
築
区
分
会
） 

  

・
改
築
に
伴
う
姫
路
の
詰
所
に
つ
い
て 

・
新
幹
線
の
資
格
継
続
に
つ
い
て 

〇
上
嶋
分
会
長
（
三
ノ
宮
運
輸
分
会
） 

・
Ｑ
Ｒ
対
応
の
改
札
増
加
に
つ
い
て 

・
介
護
休
職
の
制
度
充
実
に
つ
い
て 

 
 

・
Ｍ
Ｖ
の
不
正
払
い
戻
し
に
つ
い
て 

〇
山
家
分
会
長
（
ひ
め
じ
運
転
区
分
会
） 

・
ひ
め
じ
運
転
区
の
将
来
展
望
に
つ
い
て 

〇
林
分
会
長
（
姫
路
列
車
区
分
会
） 

 
 

・
育
児
休
職
に
つ
い
て 

・
速
度
超
過
対
策
と
し
て
の
通
告
方 

 

・
う
れ
シ
ー
ト
設
定
列
車
に
つ
い
て 

〇
中
田
分
会
長
（
芦
屋
運
輸
分
会
） 

 
 

・
甲
子
園
口
の
改
札
口
Ｉ
Ｃ
専
用
口
へ
の
苦
情
に
つ
い
て 

・
定
年
延
長
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
の
か 

〇
高
内
副
分
会
長
（
姫
路
新
幹
線
電
気
区
分
会
） 

・
メ
ン
タ
ル
に
つ
い
て 

 

・
育
児
休
職
職
場
へ
の
手
当
等
フ
ォ
ロ
ー
体
制 

・
入
社
か
ら
３
年
目
ま
で
の
育
成
に
つ
い
て 

 

・
資
格
な
ど
で
の
要
員
確
保
に
つ
い
て 

・
女
性
用
設
備
の
充
実
化
に
つ
い
て  

・
仮
上
げ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
に
つ
い
て 

・
ク
レ
ー
マ
ー
対
策
の
た
め
、
録
音
機
能
の
活
用
に
つ
い
て 

〇
小
方
分
会
長
（
姫
路
運
輸
分
会
） 

・
ダ
イ
ヤ
乱
れ
時
の
対
応
に
つ
い
て 

・制
服
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
早
期
に
入
れ
て
ほ

し
い
。・
ロ
ッ
カ
ー
の
増
設
に
つ
い
て 

組
織
の
未
来
を
担
う
分
会
長

へ
熱
弁
を
振
る
う
川
原
副
委

員
長 

真剣な表情で議論に耳を傾ける
代表者の皆さん 

分
会
長
へ
熱
い
想
い
を
語
る
須
原
委
員
長 

 

司会・進行を行う 
友田副委員長 

←分会を代表し
て  発言を行う   
松本副分会長 

皆様、７月に入りましたが、いかがお過ごしでしょうか。６月の異動で新しい職場へ転勤された方も、１カ月が経過し、少しずつ自分のペースがつかめてきた頃ではないでしょうか。

とはいえ、慣れてきた時こそ無理は禁物です。ぼちぼち頑張っていきましょう！（自分自身にも言い聞かせています。）さて、今月もワールドカップの話題に触れないわけにはいきま

せん。前回お伝えしたとおり、オランダ戦は引き分け、チュニジア戦は勝利。その後のスウェーデン戦も１－１の引き分けとなり、１勝２分、勝点５でグループ２位となり、見事決勝ト

ーナメント進出を決めました。決して簡単なグループではなかっただけに、この結果は本当に素晴らしいものだったと思います。そして迎えた決勝トーナメント。相手はワールドカッ

プ優勝５回を誇るサッカー王国・ブラジルでした。正直なところ、厳しい戦いになると思っていましたが、日本代表は最後まで堂々と戦い抜いてくれました。結果は１－２で逆転負

けとなりましたが、多くの感動を与えてくれたと思います。一方で、厳しい言い方をすれば、これが世界との差なのだと痛感した試合でもありました。決勝トーナメント初勝利の夢

は４年後へ持ち越しとなりましたが、次回大会への期待はますます高まっています。この大会の個人的ＭＶＰは、ＧＫ出身の私としては、やはり鈴木彩艶選手です。数々のビッグセ

ーブで日本のゴールを守り続け、ブラジル戦の決勝点となった場面でも、驚異的な反応で指先にボールをかすらせていました。「あと少しだった…」と思った方も多かったのではない

でしょうか。日本代表が敗退し、心にぽっかり穴が空いたような気持ちです。（ちなみに、個人的に応援していたドイツも敗退してしまい、かなりショックを受けています…。） 

大会はまだ続きますが、皆様はどこの国が優勝すると予想されていますか？ぜひ職場などで教えてください。私は個人的にフランスが優勝候補だと思っています。エムバペやオリ

ーセをはじめ、タレントがそろいすぎています。正直、反則級の強さです（笑）。 

今回はこのあたりで。少しマニアックな内容にお付き合いいただき、ありがとうございました。次回の「編集部より一言」もお楽しみに！ 

  
  


